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以下の３つの視点で取組方針を変更する。

現行の取組方針は原則継続実施する

１．計画等の策定が目標のメニューは運用に切り替える
（ホットライン体制の構築を運用に変更 など）

２．流域治水プロジェクトと連携する
（「被害対象を減少させるための取組」の位置付け など）

３．法令の改正等に併せた表現とする
（避難勧告を避難指示に変更 など）



流域治水プロジェクトとの連携

流域治水プロジェクトの「被害対象を減少させるための対策」に係る「短期（概ね５
年）」の内容と整合を図る。

「氾濫をできるだけ防ぐ・減
らすための対策」、「被害の
軽減、早期復旧・復興のため
の対策」については、殆どの
取組が現在の取組方針に位置
付けられている。

「被害対象を減少させるため
の対策」については、現在の
取組方針に位置付けられてい
ない。

「被害対象を減少させるため
の対策」の内容と連携を図る。


